




























































FD-TDCFinite Difference and Time Domain)法を改良して、部分的に任患の格子-ttイズを選択でき
る非均_..&格子FD-TD法を開発し、このh"法による部分的に細かい格子を使ったシミュレーションは細か
い均-格子のそれと比べほとんど遜色のない結果を得ることを示している。これにより、計算時間の格段
の短縮と、コンピュ←タのメモリー使用量の半械を達成している。
次に、ハイパーサーミアの加熱方法について、アンテナ婦人タイプの加熱方法が身体深部の加熱に優れ
ていることを示し、スロットf，jきヘリカル・アンテナを考案して、その使用を提案しているc このアンテ
ナを使った加熱特性を実験的に調べ、このアンテナは加熱領域が広く、加熱領域内では均一な加熱特性を
有していることを明らかにしている。また、この実験結果は上記の非均一格子FD-TD法を使ったシミュ
レーションと良く一致していることを示し、非均一格チFD-TD法の有用性を検証している。
最後に、単一のアンテナを挿入するタイプでは大きな癌細胞を加熱するのが難しいことから、アンテナ
アレーによる非侵襲タイプの加熱方法を検討し、周波数、振幅、防相の 3条件を最適値に選択する方法を
提案し、シミュレーションによって身体深部の加熱が可能であることを示している。
o上述べたように本研究は、ハイパーサーミアにおいて、もっとも重要である深部加熱を吋能にする新
しいアンテナの提案と温度推定を短時間内に可能とする新しいシミ品レーション技術を提案しており、医
療電磁工学とりわけシミュレーション技術の発展に寄うするところが大きいと判断する。よって、本論文
の著者は博士(工学)の学位を授与される資格があるものと認める。
1 ql~ --
